
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

同窓会長の伊藤誠様からは、「校歌」についてお話をいただきました。 

皆さんが歌う校歌は、いつも声が大きく、歌声もとてもきれいです。ただ、なぜ、校歌を歌うかは考えた

ことはあるでしょうか。私は、校歌を歌うのは、「みんなの心を“ひとつ”にするため」だと思っています。

心をひとつにして歌うことは、仲間意識が強まり、二中生としても誇りが芽生え、それが友情へと育まれて

いくのではないかと思っています。 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

令和７年度の一年間は、８０年近く紡いできた山形市立第二中学校のほんの１ページかも知れません。し

かし、その１ページがなければ、この先の二中の歴史は続いていかないのです。私たちには、この歴史をし

っかりと次の世代へと引き継いでいくという使命があります。これからも、山形二中の一員として、誇りを

持って生活していきましょう。 
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また、生徒代表の舩山海輝さんは、「正門脇の『動輪（２つの車

輪の像）』に込められた「二中生の躍進」と「心身ともに健全な成

長」という願いを紹介してくれました。そして、二中生が大切に

している「奉仕の心」とともに「自分を高める意識」をもって生

活していくことの両輪が動くことが「動輪」の願いに込められた

躍進へとつながること、人のために行動する優しさを大切にし、

同時に、自分自身の夢や目標に向かって挑戦し続ける二中生の姿

を皆で目指していきたい。」という力強い言葉がありました。 

 

 

４６５名の生徒の皆さんと４７名の教職員が一丸となり、山形

二中の新たな歴史づくりと更なる発展に力を尽くして参ります。

これからも、地域・保護者の皆様からのご支援とご協力をよろし

くお願いいたします。 

学校創立から、校舎は変化を遂げてきましたが、校歌は創立

から２年後に作られ、７６年間変わらずに歌い継がれ、多くの

卒業生に「思い出」と「誇り」を持たせてくれています。 

これから幾度となく歌う校歌、「みんなの心を“ひとつ”にす

るため」に歌ってみてください。卒業後の長い人生の中で、二

中の校歌が「心のふるさと」となり生きる心の支えのひとつに

なると思います。 

５月１日（木）、本校創立７８周年記念式を挙行いたしました。当日

は、本校同窓会長伊藤誠様はじめ、学校運営協議会の皆様にご臨席を

賜りながら厳粛な雰囲気の中行われました。 

校長式辞では、これまでの山形二中の歴史を振り返るとともに、私

たちの学校生活が多くの方の支えや思いによって成り立っているこ

と、戦後の学校の始まりの時の苦労や、沢山の方々の学校を大切にす

る思いへの感謝等についての話がありました。歴史と伝統を引き継ぐ

とともに、時代の要請に応える新しい学校の文化を創造し、山形二中

を更に発展させていくことを確認し合いました。 

 



 

Ｒ７生徒会スローガン『礎～いしずえ～』  

～生徒会総会を終え、新たな一歩を踏み出しました～ 
今年度の生徒総会が５月２日（金）に行われ、生徒会執行部から提案されたスローガン『礎 (いしずえ)』

が承認されました。 

このスローガンには、山形二中をさらに発展させていくための強い決意が込められています。 

【自己管理ができる二中生】は、時間行動や挨拶など当たり前にやるべき事を、当たり前に自ら行うこと

ができる姿を意味し、自分自身の礎を盤石なものにするという願いが込められています。 

【周りの人へ配慮、感謝できる二中生】には、周囲や環境に合う行動をすることは、人間関係を築くため

の礎であるという考え方から、礼儀正しい行動や思いやりのある言動、奉仕活動などで他者とつながると共

に、給食や清掃などの場面で感謝の心を行動で表していくことも大切にしたい思いが込められています。 

 

  

 

   
 

総会当日はそれぞれの学級から建設的な意見がたくさん出され、とても充実した会になりました。総会の

最中には結論まで至らず、生徒会執行部を中心に、継続審議とされている内容もあります。自分で考える、

みんなで考える、二中の未来のために考える、丁寧な議論を続けていってほしいと思います。 

各委員会の活動は、日々展開されています。自分たちで考え実行することを通して、これまでにない取り

組みも始まっています。生徒会活動を通して、新たな二中の歴史が創られていくことがとても楽しみです。

どこにでも誇れる学校を自分たちの力で創ってくれることを期待しています。 

 

 



５/１５(木)～５/１７(土)＊＊＊各学年の「学び」を深めた三日間となりました＊＊＊ 
５月１５日（木）から１７日（土）の三日間は、各学年とも普段の授業を離れて活動を行いました。それ

ぞれの学年のねらいのもと、仲間と協力しながら生き生きと活動する姿が見られ、教室では得ることのでき

ない「学び」を深めた貴重な三日間となりました。 

★第１学年★仲間づくり研修 
「理解・信頼・よりよい team 考動」をスローガンに掲げ、１日目は大縄跳びによるクラスマッチ、２日

目は山形市少年自然の家での校外学習に臨みました。リーダーもフォロワーも互いの力を出し合って課題を

クリアし、一回り大きくそして頼もしくなって帰ってきました。 

     

      

★第２学年★職業体験学習 
５月１５日（木）には８つの、１６日（金）には７つの企業様や専門学校の講師の方々を学校にお迎えし

て、職業体験を行いました。１７日（土）は学習の成果についてのまとめ学習を行いました。「社会に目を向

け、自分の将来を考える」３日間となりました。 

   

   

ご協力いただいた企業様および専門学校様（順不同、敬称略） ～ありがとうございました～ 

斎藤マシン工業 髙橋畜産 リコージャパン ホットヨガ・ジル 日立ソリューションズ東日本 

山形済生病院薬剤部 城北電気工事 山形調理師専門学校 山形 V.カレッジ セブンイレブンジャパン 

山形美容専門学校 山形理容学校 山形デザイン専門学校 新庄コアカレッジ 山形医療技術専門学校 
 



★第３学年★修学旅行 
「飛・満・輪・留～ひまわり～」をスローガンに掲げ、東京・横浜等での研修を行いました。旅行を満喫

する笑顔はもちろん、雨に打たれながら仲間のことを心に留める言動も見られ、学年全体として実りの多い

修学旅行となりました。 

   

   

 

フリー参観および市中総体に向けた壮行会へのご参加ありがとうございました。 
６月６日（金）は、フリー参観日でした。暑い中、たくさんの保護者の方が学校に足を運んでくださいま

した。また、市中総体に向けた壮行会が開催され、各部の目標や決意に対し、エールを送り合いました。 

   

    

あなた自身は、勝利という名の「幸せ」をつかむために、自分のために、仲間のために、二中のために、

どんなことを「＋１（プラス）」しますか？ぜひ、これまでの辛い練習を力に変えて、思いっきり戦ってきて

ください。 

保護者の皆様、これまでのご支援に感謝いたします。大会当日は、二中生全員が持てる力を発揮できるよ

うあたたかい声援をよろしくお願いします。 


